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因として、環境レベルの分析も必要である。例えば、食生活については、外

食産業、コンビニエンスストア等でのメニューが、どのような傾向を示して

いるか、産業界と連携した取組を強化する必要もある。 

③ 第３次対がん総合戦略研究等の推進 

我が国の死亡原因の第１位であるがんについて研究、予防及び医療を総合

的に推進することにより、がんの罹患率と死亡率の激減を目指した「第３次

対がん１０か年総合戦略」が、平成 16 年度からスタートしている。 

今後、がんの臨床的特性の分子基盤等の研究を行うことにより、がんのさ

らなる本態解明を進め、その成果を幅広く応用し臨床研究を推進することを

目指し、革新的な予防、診断、治療法の開発を進めるとともに、根拠に基づ

く医療の推進を図るため、効果的な医療技術の確立を目指し質の高い大規模

な臨床研究を推進することが必要である。 

また、がん患者の QOL の向上にも重点を置いた低侵襲治療法の開発、緩和

ケア、精神的ケアの研究を進め、地域に根ざした通院治療・在宅医療を充実

させ、患者の正しい理解と納得を得られる医療の推進に資する研究を実施す

る必要がある。 


